
白南風
しらはえ

～
夏の到来

～

ぎふワールド・ローズガーデン

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
と
て
も
便
利
で
、
楽
し
い
も

の
で
す
。
人
と
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ

な
が
り
、
交
流
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
に
な

い
、
喜
び
を
感
じ
た
り
し
ま
す
。

先
日
、
新
聞
の
読
者
欄
に
、
92
歳
の
方
が
、

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ホ
を
持
つ
こ
と

に
な
り
、
今
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
お
い
と
め
い

と
に
、
つ
な
が
る
生
活
が
始
ま
り
、
楽
し
く

て
、
楽
し
く
て
、
毎
日
の
生
き
が
い
で
す
、

と
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
幸
せ
な
様
子
が

目
に
浮
か
び
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
、
悲
し
い
現
実
も
あ
り
ま

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
そ
の
気
軽
さ
や
、
相
手
が

見
え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
表
情
や
気
持
ち

を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
歩
、

間
違
え
る
と
、
そ
の
つ
も
り
が
無
く
て
も
、

ひ
ど
く
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
や
り
と
り
に
お
い
て
、
誹
謗
、
中
傷
、

差
別
、
い
じ
め
な
ど
、
人
権
の
問
題
に
発
展

す
る
ケ
ー
ス
も
、
多
く
生
じ
て
い
ま
す
。

で
は
、
無
く
せ
ば
い
い
？　
規
制
を
す
れ

ば
い
い
？　
実
際
、
世
界
で
は
、
そ
の
よ
う

な
動
き
も
出
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の

前
に
、
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。
一
度
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
人
権
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
初
め
の
一
歩
と
し
て
、
発
信
す
る

前
に
、「
画
面
の
向
こ
う
に
は
、
そ
れ
を
受

け
取
る
人
が
い
る
」、「
自
分
は
、
そ
の
言
葉

を
、
対
面
で
言
え
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど
、
相

手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
、
立
ち
止
ま
っ
て

考
え
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
良
さ
そ
う

で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
人
権（
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
）
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児
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１万
人啓発目標

達成！
啓発人口

12,454名

令和８年度の活動計画
目標 啓発人口：10,000名／年 重点 持続可能な開発目標（SDGs）

「誰一人取り残さない」ことを誓って！
「子どもと全ての世代の人への人権の取り組み」

市民への広報・啓発活動を行い、人権尊重の理念を深めていく活動を展開していきます。

機関紙（ぬくもり）
（年3回）

ホームページ

街頭啓発活動

ぬくもり講演会

人権マンガ展示

学校・企業啓発・勉強会
（人権教育推進委員会）

人権相談

人権本巡回制度
（ぬくもりブックス・フロー）

人権週間
（12月４日～10日）

ぬくもり標語・300字小説募集

子どもぬくもり教室
“相手への思いやりの心”を大切に！

●	センターの沿革
●	お知らせ
●	心のビタミン
●	活動報告
●	ぬくもり
	 4コマ「マンガ」

継続発信

人権教育サポート

ご相談ください。コーディネートします！

人権啓発旗掲示
広見小 ・ 今渡南小で開催

応募総数：3,040点

●	ぬくもり本（人権本）を巡回
●	児童用（70冊）
●	１ヶ月毎に巡回

●「人権標語」の入賞作品が
プリントされています。

人権マンガ「ぬくもりまゆちゃん」入り

今渡地区センターまつり

高齢者人権講演会 ・ 展示会

可児市役所 帷子地区センター

ぬ
く
も
り
ま
ゆ
ち
ゃ
ん
の

し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

令和７年度活動報告
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特集 インターネットと人権
インターネットの発達によって、私たちは情報がいつでも気軽に手に入るようになり、そして世界中の人
とコミュニケーションができるなど、私たちの生活は便利で豊かなものになりました。

インターネット利用者の増加

インターネットを悪用した人権侵害

日本のインターネット利用率は、個人の場
合は、85.6％で、端末別のインターネット
利用率は「スマートフォン」（74.4％）「パソコ

ン」（46.8％）となっています。このことから、スマート
フォンを中心にインターネットが利用されています。
インターネットは私たちの日常生活をはじめ、
学校・仕事などあらゆる場面で、大きな存在に
なっています。

0%
40%

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

50%
60%
70%
80%
90%
100% 89.8

83.4 82.9 84.9 86.2 85.6

74.4

72.971.268.568.3
63.3

50.4 50.4

48.1 48.5 47.4 46.8

全体
スマートフォン

パソコン

端末別インターネットの利用状況

総務省「通信利用動向調査」

人権相談窓口 人権侵害で困ったときは相談してください
・みんなの人権110番（様々な人権問題に関する相談）…………………………………………… ℡ 0570-003-110
・子どもの人権110番（いじめ・虐待など子どもに関する相談）………………………………… ℡ 0120-007-110
・インターネット人権相談窓口… ……… パソコンから https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html

３．インターネット上で加害者にならないために気を付けること
・他人を誹謗中傷する内容を書き込まない　・知り合いの個人情報を無断で掲載しない
・他人の悪口や差別的な発言を書き込まない　・根拠のないことは掲載しない
◎インターネットは、匿名で簡単に発信ができ情報を世界中に伝えることができます。便利なツールではあります
が、使い方次第で「加害者」になる恐れがあることを深く知っておく必要があります。

２．インターネット被害から身を守るために気を付けること
・簡単に相手を信用しない　　・誘われても絶対に会わない
・被害にあったときは、専門の相談機関に相談する
◎青少年にとって深刻な人権侵害である性的被害のきっかけは、近年出会い系サイトからコミュニティサイト
（SNS, 無料通信アプリの IDを交換する掲示板など）に変化しています。利用する際には、危険な犯罪に巻き込
まれることがないよう注意を怠らないことが重要です。

１．インターネット上の人権侵害　～このようなことは人権侵害～
・差別表現　・誹謗中傷の書き込み　・児童ポルノ掲載　・プライバシーの暴露
・個人情報の流出　・著作権の侵害　・ネットいじめ　・嫌がらせメール
◎インターネットの掲示板等に一度書き込みを行うと、その内容がすぐに広まってしまいます。また、その書き込
みをネット上から、完全に消すことは簡単にはできません。個人情報などが、不特定多数の人々の目にさらされ、
書き込まれた人は尊厳が深く傷つけられ、被害の回復が困難な重大な損害を与える危険があります。そして、こ
のような行為は、重大な人権侵害になります。
※画面の向こうにいる他者の存在（人権）を意識することが大切です。

インターネットは生活をする上での利便性が高い反面、使い方を誤ったり、
モラルが欠けていたりすると思わぬトラブルや人権侵害につながる大きな問題
になってしまいます。

〈令和6年における人権侵犯事件の状況について〉　法務省
人権侵犯事件の数は、1,707件で前年から117件減少した。
このうちプライバシー侵害事案は635件、識別情報摘示事案が
475件、名誉毀損事案が329件となっている。

人権侵犯事件数
1,707件

プライバシー侵害
635件

識別情報摘示
475件

名誉毀損
329件

その他
268件

人権侵犯事件（新規開始）
（インターネット上の人権侵害情報）

インターネット上の
人権侵害情報
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啓発ってどんなこと？ ～令和8年度推進員～その10
第一回推進員会にて、R8年度の推進員の方に委嘱状を授与しました♪

よろしく
お願いします！

★
こ
の
度
、
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
推
進

員
の
委
嘱
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
様

性
を
認
め
合
い
、
互
い
の
尊
厳
を
守
る

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
の
皆
様
と

手
を
取
り
合
っ
て
啓
発
活
動
に
励
む
所

存
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添

う
温
か
い
社
会
の
実
現
に
向
け
、
誠
心

誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。�

（
F
・
T
）

★
高
齢
者
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ハ
イ
シ

ニ
ア
チ
ー
ム
員
と
し
て
、
練
習
や
リ
ー

グ
戦
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
25
名
程
の

会
員
は
、
3
名
程
が
子
や
孫
と
住
ん
で

い
て
、
残
り
は
老
夫
婦
の
2
人
暮
ら
し

で
す
。
体
が
弱
っ
た
妻
と
と
も
に
朝
晩

の
家
事
を
進
め
て
い
る
方
が
多
い
こ
と

が
自
慢
で
す
。
健
康
を
維
持
す
る
大
切

さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。�

（
N
・
M
）

★
３
月
頃
か
ら
妻
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね

て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

場
所
は
市
役
所
裏
の
河
川
敷
の
遊
歩
道
。

最
初
は
30
分
位
で
し
た
が
、
今
で
は
80

分
前
後
に
伸
び
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち

は
10
時
半
頃
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今

で
は
段
々
暑
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
９

時
頃
か
ら
歩
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
暑
く
な
っ
た
ら
時
間
を
考
え
な

く
て
は
（
た
だ
駐
車
場
が
開
く
の
が
８

時
30
分
か
ら
だ
か
ら
…
）
と
思
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
小
学
校
低
学
年
の
理

科
の
授
業
や
近
隣
の
園
児
達
の
遊
び
場

に
な
っ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
い

声
が
溢
れ
る
良
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
少
し
日
陰
が
あ
れ
ば
も
っ
と
い
い

で
す
ね
☆�

（
K
・
J
）

★「
人
権
啓
発
」難
し
い
言
葉
で
す
。
内

容
の
事
は
余
り
気
に
せ
ず
、
引
き
受
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
推
進
員
の
皆
さ
ん
、

事
務
局
の
方
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
活
動
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

私
は
、
夜
、
星
空
を
静
か
に
眺
め
て

い
る
の
が
好
き
で
す
。
可
児
市
の
空
は

明
る
く
、
あ
ま
り
星
が
み
え
ま
せ
ん
。

星
が
良
く
見
え
る
場
所
に
行
き
た
い
と

よ
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
良
い
場

所
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
…
。�（
N
・
H
）

［
啓
発
の
ひ
か
り
］

元同僚、今は心友。そんな仲間たちと30年以上、月1回集まり、職場の愚痴をこぼした
り、子育てのヒントを得たりしてきた。仲間のＡさんは、近頃、極端に直近のことを忘れ
ることが増えてきた。若い頃は、百名山を踏破した強者。
新茶が出回る季節には、必ず「荒茶」をプレゼントしてくれる。

誰かが、「電話で注文してくれたの？」と聞く。すると、「忘れた。」
また、「支払いは、振り込みに行ったの？」「忘れた。」何を聞いても、
期待通りの答えは返ってこない。
ところが、「新茶大好き！有難う。早速帰ったら、煎れてみるわね。」

とお礼を言った一人には、「まあ、楽しんでちょうだい。」とニコニ
コ笑顔で嬉しそう。
心の声が呟く。（今年も新茶がもらえて感謝。おまけに、この笑

顔が見られれば、それで十分でしょ！）と。
とりとめのない話をしながら、共に歳を重ねてきた仲間たち。いつの間にか、かけがえ

のない存在になり、健康が1番大切だねと元気確認し合う場にもなっている。来月も、お
互いに元気で会いたいね、会えますようにと願う日々です。� （S・C）

「元同僚、今は心友」

作・画：miho
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〈 挨拶は誰のため？〉

講　師 	 岐阜医療科学大学教授
日にち 	 令和８年12月５日（土）

人権講演会

●
テ
ー
マ

道
徳
的
な「
感
謝・希
望・勇
気・友
情
」

の
大
切
さ
、尊
さ
に
つ
い
て

＊
小
説
は
題
名
、会
話
を
入
れ
る
こ
と

●
応
募
資
格

市
内
在
住
の
人（
小
中
高
生・一
般
）

（
※
応
募
者
に
は
参
加
賞
あ
り
）

●
応
募
方
法

は
が
き
の
表
に
住
所・氏
名・電
話
、裏

に
作
品（
小
説
1
点
、標
語
2
点
ま
で
※

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
）

●
応
募
締
切

９
月
1
日（
消
印
有
効
）

●
入
賞
作
品
数

標
語
30
点・小
説
7
点

●
入
賞
発
表

11
月
初
旬
本
人
通
知（
小
中
学
生
は
、学

校
か
ら
）

●
作
品
展
示（
入
賞
作
品
）

人
権
週
間
前
後
　（
11
月
18
日
～
12
月
11

日
）　に
市
図
書
館
で
展
示
。ま
た
機
関
紙

「
ぬ
く
も
り
」等
に
掲
載

＊
入
賞
者
に
は
、表
彰
状
と
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈

＊
小
中
学
生
は
学
校
を
通
し
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
作
品
の
著
作
権
は
、市
人
権
啓
発
セ

ン
タ
ー
に
帰
属
し
ま
す
。

●
あ
て
先

本
セ
ン
タ
ー
宛（
本
表
紙
参
照
）

第
26
回

ぬ
く
も
り
人
権
啓
発

「
標
語・３
０
０
字
小
説
」

（当センター事務局長による作品です）

温
か
く
親
密
な
人
間
関
係
の
輪
が
広
が
り

自
分
に
も
安
心
と
喜
び
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
感
謝
と
思
い
や
り

心
を
こ
め
た「
あ
い
さ
つ
」を
し
て
み
ま
せ
ん
か

野
球
の
試
合
に

行
っ
て
き
ま
す

誰
と
話
を

し
て
る
の

か
な
？

隣
り
の

　
お
ば
さ
ん

お
は
よ
う
！

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

お
は
よ
う

あ
い
さ
つ
を
す
る

う
ち
に
仲
良
く

な
っ
た
の
よ

名
前
は
知
ら

な
い
け
ど
ね

お
ば
さ
ん
と
話
を

し
て
い
た
子
は

　
知
り
合
い
な
の
？

あ
り
が
た
い

こ
と
よ

あ
い
さ
つ
を
し
て

み
ん
な
か
ら
力（
パ
ワ
ー
）

を
も
ら
っ
て

い
る
の

テーマ 	高齢者人権講演会
場　所 	 可児市福祉センター（大ホール）

＊詳細は機関紙11月号にて

ニ
ャ
ー

内
案

心のドア
ちょっと
いい話
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